
○事故収束に向けた取組における課題

取組事項（※１） 具体的な取組（※１） 主な課題（例示※３）

１．国による支援・安全性確認

(１)原子炉の冷却 ○建屋モニタリングのためのロボット導入 ・災害時における国産ロボットの動作性能の実証
・特定機能のロボットを組合わせによる災害対応システムの構築
・ロボット操作のオペレーター人材の育成、実地訓練

(２)使用済み燃料プールの冷却 ○無人ヘリの活用・プール内サンプリング
の促進

・無人ヘリの耐放射線、性能（操縦範囲、航続時間）の向上
・遠隔操作実施体制（オペレーター、場所の確保）の整備

(３)放射性物質で汚染された水の
閉込め、保管・処理・再利用

○高レベル汚染水処理システムの導入
○高レベル汚染水の移送・保管
○高レベル汚染水処理後の廃棄物管理

・放射能汚染水の処理に対する国内の技術力の向上
・汚染水の移送・保管時における放射線の遮へい技術の向上
・放射性廃棄物の除染技術、解体技術の確立

(４)地下水汚染の拡大防止 ○地下水汚染拡大防止対策・設備
○地下水遮へい工事

・地下水の漏えい箇所を検知するための有効な技術の確立
・地下水漏えいを阻止する有効な技術の確立
・海水等への汚染拡大を防止する有効な設備、資材等の開発

(５)大気・土壌での放射性物質の
抑制

○原子炉建屋カバリングの設計・導入
○がれき撤去のためのロボット導入

・原子炉建屋をカバリングする資材等の開発
・ロボット操作のオペレーター人材の育成、実地訓練
・遠隔操作の無人建機の耐放射線性能の向上

(６)余震対策 ○多様な放射線遮へい対策 ・放射線を遮へいするための有効な技術・設備等の確立

(７)作業環境の安全確保、生活環
境・健康管理の改善

○線量計・防護服等の情報収集・導入
○作業員の被ばく・作業安全管理

・防護服の放射線遮へい機能、通気性の向上
・作業員の被ばくや放射線量に関する情報管理システムの確立
・除染技術の向上や機器の確保

２．モニタリングの実施 ○航空機・走行サーベイ
○モニタリングポスト

・がれき等障害物を回避しながら、モニタリングする技術の確立
・監視装置の耐震性の確保および電源・通信インフラの強化

（※１）原子力災害対策本部「東京電力福島第一原子力発電所事故の収束・検証に関する当面の取組のロードマップ」（平成２３年５月１７日）より抜粋
（※２）原子力災害対策本部「原子力被災者への対応に関する当面の取組のロードマップ」（平成２３年５月１７日）より抜粋
（※３）報道情報等を基に作成

資料３

取組事項（※２） 具体的な取組（※２） 主な課題（例示※３）

５．被災住民の安心・安全の確保 ○住民のスクリーニング、除染
○がれき、下水汚泥の処理
○校庭、園庭等の線量調査
○校庭、園庭等の土壌についての対応
○環境モニタリングの強化

・スクリーニングの所要時間の短縮化
・がれきや下水等の除染処理に関する技術開発
・汚染された土壌の除染・改良技術の確立
・生活地における放射線量観測と観測データの表示

９．ふるさとへの帰還に向けた取組 ○土壌等の除染・改良 ・土壌等の除染･改良技術の確立

○原子力被災者への対応における課題

福島第一原子力発電所事故における取り組みと課題
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